
令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

初任保育士研修（三河会場）

7月29日(土）

1限目・ 2限目

こども理解

井手　裕子

　乳幼児の発達、および発達臨床についての知見を復習し、自身の子どもとの関わりを振
り返りながら問題を解決できる事例を学び、あらためて保育に臨む活力を得ることを目標
とします。
　そのため、本講義では、発達心理学の視点から子どもの理解を行ったうえで臨床発達心
理学の視点で非定型発達の子ども理解を行い、現場の様々な子どもと、どのように関わり
を持っているかをグループで話し合いながら、望ましい関わりについて検討を行います。
　1限目は、講義とグループ討論を行います。
　2限目は、気になる子、困った出来事について討論し、解決策を皆で模索していきたいと
考えています。

ご自分の保育のなかで気になる子、困った出来事等について、メモしてきてください。
それが、「現在、発達的にどのような状況となっているか」、「どのように関わっている
か」等について、できる範囲でよいので、メモしてきてください。討論の話題提供として
いただきます。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

初任保育士研修（三河会場）

7月29日(土）

　Aグループ　3限目　・　Bグループ　4限目

保育の基礎的技能（身体表現）

伊藤　照美

子どもの運動能力は、自然に発達するものではなく、適切な指導が必要です。
「あそびを通して子どもたちに健康と楽しみを」をテーマに，子どもの心とからだを育て
るあそびを紹介し、その意味と指導について一緒に考えてみたいと思います。

持ち物：体育館シューズ、タオル、飲料水
動きやすい服装でお越しください。

日頃から適度に体を動かしておいてください。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

初任保育士研修（三河会場）

7月29日(土）

Aグループ　4限目　・　Bグループ　3限目

保育の基礎的技能（言語表現）

児玉　珠美

子どもたちは絵本が大好きです。絵本の読み聞かせを、もっと楽しいもの、もっと広がり
をもつものにするために、どのような工夫ができるのでしょうか。前半は、読み聞かせの
基本と様々な表現工夫についてお話します。後半は、持参してくださった絵本をもとにグ
ループごとに話し合い、模擬保育形式で発表をします。読みたい絵本、苦手な絵本、いろ
いろな絵本についての表現工夫を考えてみましょう。他の先生方の発表を通して新たな発
見もあるかと思います。絵本の読み聞かせをより楽しいものにするための工夫について、
皆さんでいっしょに楽しみながら学びましょう。

服装は特に指定はありません。
持ち物　　①読みたい絵本や好きな絵本・読み聞かせが難しいと思う絵本
　　　　　　両方でも、どちらか一冊でもOKです。
　　　　　②表現工夫に必要なもの（楽器・人形・ペープサート等に必要な材料）
※キーボード・ウッドブロック・ウィンドチャイム・鈴・タンバリン・トライアングル
　は用意致します。
　

事前に、持参される絵本の読み聞かせの表現工夫について、考えてきてください。必要な
ものがあれば、準備してきてください。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

初任保育士研修（三河会場）

11月25日(土）

Aグループ　1限目　・　Bグループ　2限目

保育の基礎的技能（音楽表現）

本多　峰和

遊びを通して様々な音楽や音を身体全体で感じる。
上手・下手ではなく、自分らしく音楽を楽しみ、音楽と積極的にかかわる機会とする。
自分の表現に気づいたり、自分とは違う他者の表現を認め合うことで、表現の楽しさや表
現の幅を広げる。

服装：動きやすい服装（靴を脱いでの活動となります）

持ち物：上履き、タオル、水分補給



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

初任保育士研修（三河会場）

11月25日(土）

Aグループ　2限目　・　Bグループ　1限目

保育の基礎的技能（造形表現）

山本　辰典

目状に粘土が広がりながら他者と交流したり、自分の粘土をとなりの子どもの粘土にくっ
つけたりすることで共同制作を行い、遊びを通して人間関係を育むことができます。しか
し、残念ながら幼少期に扱った粘土が油土の場合には、独特な匂いの経験から、大人にな
り粘土に触れることを嫌がる人が多くいます。今回は土の粘土の造形実践を通して、幼児
期の造形活動の考えを深めます。

服装：汚れてもいい服装

持ち物：手を洗った際に拭くための、タオルやハンカチなど



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

初任保育士研修（三河会場）

11月25日(土）

3限目・4限目

保育実践を振り返って（悩みの共有）明日からの保育実践に向けて

田村 佳世

日々の保育を通して感じているそれぞれのやりがいや悩みを言葉にすることによって自己
課題を明確にする。そして、他者と様々な思いを共有し、共に解決策について話し合い、
明日からの保育に希望と期待を持つ。
①自分の保育の悩み（保育内容・専門性・技術・人間関係など）について書き出し、課題
を可視化する。
②グループワークで課題を共有し、解決策について話し合う。
③グループ発表を通して、保育のやりがいや課題、解決策の共有を行う。

服装：特になし

持ち物：ボールペンなどの赤と青ペン


